
法人初年度の今期、手探りではありましたが、ボランティアー同走りに走つてまいり

ました。ご支援して頂いた皆様、関係者の皆様にA∩∩ual Reportをご報告させて

頂きます。今後ともご支援ご鞭撻のほど宣しくお願い申し上げます。理事長 澤田政明

活動主旨 :特定非営利活動法人セカンドハーベス ト京都 (以下2HK)は 2015年
の活動開始以来、企業あるいは個人の皆様から「商品としては扱えないが安全に食べ

られる」ものや「家庭の余乗」食品」を無償で譲り受け、それを支援を必要とする人た

ちを支える生活困窮者支援団体や福祉施設などにボランティアの手で無償でお届けす

るフードバンク事業と「子ども食堂」の立ち上げ時や運営の相談のために「子ども食

堂」支援室を設けで活動をしております。

1。 フードバンク事業
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食品メーカー

小売業・ 卸売業

家   庭

防災備蓄品

*情報を集める
*食品を集める
*食品を仕分ける
*マ ッチングする
*食品を配送する

生活困窮者支援団体

社会福祉協議会

福祉施設等

子ども食堂

要支援世帯

(1)食品提供者

①法人団体 :36  ②個人送付 :45名
(2)フードドライブ実施または協力開催

5月 5日 中京区地l或 ごみ湖量推進会議

「おさがり広場ともっぺん広場」
9月 28日 NPO法人コンシューマーズ京都

「京都消費者大会」
9月 30日 京都サンガ Fo C.∨ S

ジェフユすイテッド千葉戦
京都生活協同組合コープパリティー

中京区6、れあいまつり出展
京都生活協同組合コープパリティー

生活協同組合生活クラブ京都エルコープ
「ごちそうフェスタ」

③フードドライブ :6回

※「フー ドドライブ」とは各家庭で

食品を持ち寄り、まとまつた食品を

フー ドバンクや福祉施設などに寄贈

する活動です。

10月 8日
10月 29日
11月 4日
11月 26日



(3)食品取扱量 14t
月別輸送量 (単位 kg)

(4)食品届け先 61団 体施設

(初年度より1.4倍に増カロ)

総走行距離 :11,238k m

述べ利用者数 :約 13,OOO名

2016年 12月 1,2410 21017年6月 969

2017年 1月 即 21017年7月 1,030

2017年2月 2366 2017年8月 854

2017年3月 2723 2017年9月 1.161

21017年4月 805 2017年 18月 810

21017年5月 743 21017年11月 499

生活困難者更援団体 “ひ 議間介議ず―ビス 2

月重姜護施設 9 母子生i彗更橿施設 3

生活更橿施設 2 子ども寅堂 35

自立振動な一ム
■

― 社会還社樫議会 1

行   豪 2 DV更振施設
■

―

◆各団体施設の利用者さんの声

ヽヽヽ も.守 書tザ ー k

■ ||■ .l i‐ ■ 摯‐ 1,・ . _.、 11 111 ■ 1 イ ■ 111 1  
‐`

‐
11.‐ 1 1 ‐

30代 2児の母

機,等静鮮:か ザ震寧参

甕
爾禁 諄 llぐ ≫ 茜

寧亀
デ瞥 vヽ 鶴

径怒賊けで`財豫プ 復す。
ず卜鰻 集 t亀 鋪 じ織

1昨
ξ

・ 纂 ギ 犠 彎

20代 2児の母

ル

　

　

‘
　

　

デ

一
“　
　
　
　
．′　
　
　
う

●
・　

　

　

―
　
　
　
ズ
″

ア
ノヽ　
■
　
一油

．“
．
メ

「二‐鷲′が
｀｀

こ
｀
:ヽ お

:・ .l■ ｀
,‐ 1

,_み 警■・ .・ 夜ザー■

:牟 ハ・ 環浄:゛

30代 2児の母



(5)ボランティア 延べ人数 :308名 活動延べ時間 :1312時間

雨の日も風の日も雪の日も休むこと無<フー

ドバンク部の多<のボランティアによって活

動が支えられています。

あるボランティアは「困つている人たちの

役に立ちたい」またある人は「自分のわずか

な時間で多<の人に喜んでもらえるので

やりがいがあります」など、大学生から

60代の方まで活動の輪は拡がっています。

2.京都「フードバンク」シンポジウム の開催
2HKがNPO法人化することを記念し『 京都「フードバンク」シンポジウム 』を開
催しました。フードロスの肖」減とフードセーフティネットの構築を目指すフードバン
クの可能性を探るために多彩なゲストスピーカーを京都にお招きしました。

開催日時 :1月 27日 (金) 13時 30から
会  場 :ひと 。まち交流館京都2F 大会議室
主  催 :NPO法人セカンドハーベスト京都   後  援 :京都市 京都府
後援助成 :(公財)京都オムロン地上或協力基金  (公財)京都新聞社会福祉事業国

邁

震林水産省食品産業環境対策室
室長 河合亮子様

来賓ご挨拶
京都市長 門川大作様

京都大学地球環境学堂
准教l受 浅利美鈴様

日頃の感謝を込めて

感謝 J犬 員曽呈
おてらおやつクラブ
事務局長 桂浄薫様

NPO法人フードノヾンクかごしま
理事長 原田―世様

社会福祉法人宏量福社会
理事長 芹沢出様

t)‐‐写
‐ ‐撃

⊃○法人フードバンク茨城   参加者からの質問に答える   鹿児島や茨城など遠隔地   全てボランティアで運営
理事長 大野覚様                   からもお越し頂きました  しました。お疲れ様でした。

ご参加頂いた皆様は府内のみならず、関西一円からお集まり頂き、日標の1.5倍
150名を超えるご参加を頂き、多<の方展に「フードバンク」を知って頂ける
機会になり、成功裡に終了致しました。

理事長 澤田よりご挨拶

NPO法人フー ドバンク茨城
理事長 大野覚様

参加者からの質問に答える



3.「子ども食堂」支援事業

(1)相談件数 :10件
(2)運営支援 :3団体

(3)活動ボランティア :13名
(4)京都「子ども食堂」交流会の開催

日頃お互いに顔をあわせることのない「子ども食堂」運営団体同士の交流を目的

に山科青少年活動センターと共同で開催。京都府の助成事業の説明も実施。

【日曜昼の部】実施日時 :2017年 4月 23日 13:30～ 15:30
参加団体 :7団体 14名  会場 :中京区青少年活動センター

【週末夜の部】実施日時2017年 5月 16日  18:30～20:30
参加団体 :9団体 17名  会場 :中京区青少年活動センター

4月 23日 日曜昼の部                 5月 16日 平日夜の音b

2HKの今後の課題

食品の確保

京都府内では 14万 トン (2HK推計値)の食品ロスが発生しているが、私たちは

未だ0.01%しか扱えていない。食品ロスの発生そのものを肖」減してい<努力が求め

られるのはもちろんであるが、食品ロスが発生してしまう現状であるなら、それ

らを2HKへ託し有効に使うという選択肢を広<企業や市民にお伝えしたい。

私たちの食品を必要とする方々へ届ける方法の確立

夏休みが明けて登校して<る子どもの中に明らかに痩せて<る子どもがこの京都

でも発生している。また、近年でも府内で餓死者が出るという状況もある。

給食のない長期休暇中、希望される準要保護世帯に直接食品をお届けする「こども

支援プロジェク ト」をはじめ、更に行政や支援団体と協働し「フードセーフティー

ネット」の構築を目指していきたい。

(3)事業運営費の確保

食品の受入、食品の配送、どちらからも費用は徴収せずに活動する「フードバンク」

活動は年間運営費を会員の会費と寄附を主な財源として活動しており、財政基盤が

大変脆弱であるため、あらたな方法で財源を確保する必要がある

4。

(1)

(2)

5月 16日 平日夜の部

このAnnual Report 2017は「公益財団法人 京都オムロン地域協力基金」からの助成で作成致しました。


